〈研究論文〉 イギリス地理教育におけるシティズンシップの位置づけと実践 : 犯罪の地理授業を事例に by 志村 喬 & Takashi Shimura
く 研 究 論 文 ＞
イ ギ リ ス 地 理 教 育 に お け る シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 位 置 づ け と 実 践
一 犯 罪 の 地 理 授 業 を 事 例 に 一
I  .  は じ め に ー シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 概 念 の 多 義 性 と
研 究 の 方 向 性 一
近 年 ， 日 本 の 教 育 界 で は さ ま ざ ま な 領 域 ・ 分 野
で ， イ ギ リ ス （ イ ン グ ラ ン ド ） の 2 0 0 0 年 版 「 ナ シ ョ
ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 制 度 下 に お い て 中 等 教 育 段
階 ( K S 3 (11 ,._, 14 歳 ） 及 び K S 4 (14 ,._, 16 歳））
へ 導 入 さ れ た シ テ ィ ズ ン シ ッ プ (citizenship) が
論 じ ら れ て い る 。 社 会 科 教 育 界 で は ， 戸 田
(2000), 栗 原 (2001) の 紹 介 を 咽 矢 に 研 究 が 進
展 し ， 2 0 0 3 年 に は 日 本 社 会 科 教 育 学 会 国 際 シ ン
ポ ジ ウ ム 「 英 国 に お け る 市 民 性 教 育 の 現 状 と 課
題 」 が ， 2 0 0 5 年 に は 全 国 社 会 科 教 育 学 会 シ ン ポ
ジ ウ ム 「 社 会 科 教 育 と シ テ ィ ズ ン シ ッ プ ・ エ デ ュ
ケ ー シ ョ ン 」 も 開 催 さ れ ， 関 連 し た 学 会 発 表 ・ 個
別 論 文 も 多 い 。 し か し ， 今 谷 (2004) が， Davies
(2003) に よ せ な が ら 日 本 に お け る 先 行 研 究 の 課
題 を シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 基 本 的 性 格 が 十 分 明 ら
か に さ れ て い な い と し て い る よ う に ， 各 論 者 ・ 論
文 に お け る シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 概 念 は 一 致 し て
い る と は い え な い 匹
冒 頭 に 述 べ た よ う に ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ に 関 す
る 研 究 は 社 会 科 教 育 界 に 限 ら な い 。 筆 者 が 管 見 す
る だ け で も ， 国 際 理 解 教 育 ， ボ ラ ン テ ィ ア 教 育 ，
比 較 教 育 に わ た り ， 各 学 会 ・ 領 域 で の 言 説 を 含 め
る と シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 概 念 と 性 格 づ け の 仕 方
は ま さ に 多 様 で 多 義 的 で あ る (2)0
こ の よ う な 状 況 下 ， 日 本 の 社 会 科 教 育 研 究 に お
い て ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 研 究 を 発 展 さ せ る 要 点 の
第 1 は ， イ ギ リ ス の 実 態 を 包 括 的 に ふ ま え る こ と
で あ る 。 何 故 な ら ば ， 現 地 実 践 者 イ ン タ ビ ュ ー 調
査 を も と に 教 師 の 間 で シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 教 育 の
と ら え 方 に 差 が あ り 実 践 に も 困 難 を 感 じ て い る
＊ 上 越 教 育 大 学
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こ と を 見 い だ し た 白 石 (2006) と ， 現 地 小 学 校 3
校 で の 参 与 観 察 を も と に 学 校 の 階 層 差 ・ 学 力 差 に
よ り シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の カ リ キ ュ ラ ム に お け る
扱 い が 異 な る こ と を 明 ら か に し た 北 山 (2008)
は ， 従 来 の 理 論 的 研 究 を 補 完 す る 新 た な 知 見 を も
た ら し て お り ， こ れ が 上 記 の 条 件 を 満 た し て い る
か ら で あ る 。 要 点 の 第 2 は ， 要 点 l で も た ら さ れ
る 現 地 実 態 の 包 括 的 理 解 の 下 ， 社 会 系 教 科 を 従 来
担 っ て き た 地 理 科 ・ 歴 史 科 を は じ め と し た 特 定 の
教 科 ・ 領 域 と の 関 連 性 に 焦 点 を あ て 実 践 次 元 で 実
証 的 に 検 討 す る こ と で あ る 。 『 中 等 地 理 授 業 を 通
し た シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 教 育 』 (Lambert and M a c h o n  
eds. 2001) を は じ め と し た 中 等 学 校 シ テ ィ ズ ン
シ ッ プ 教 育 書 シ リ ー ズ の 書 籍 名 (3) に 象 徴 さ れ る よ
う に ， 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 で は 他 教 科 ・
領 域 と 強 く 結 び つ け な が ら シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 教
育 を 実 践 す る こ と を 求 め て い る 。 に も か か わ ら
ず ， 特 定 の 教 科 ・ 領 域 と 結 び つ け た 場 合 の 実 態 を
も と に し た 実 証 的 研 究 が ほ と ん ど 見 ら れ ず ， カ リ
キ ュ ラ ム 次 元 で の 理 論 研 究 に 比 べ 跛 行 的 状 況 を
呈 し て い る か ら で あ る (4) 。
そ こ で 本 報 告 は ， 筆 者 が 2 0 0 2 年 以 来 実 施 し て
き た 現 地 調 査 を も と に ， 前 期 中 等 教 育 段 階 で あ
る K S 3 の 地 理 教 育 に 焦 点 を あ て ， そ こ で の シ テ ィ
シ ッ プ 教 育 を ， カ リ キ ュ ラ ム 次 元 ・ 単 元 計 画 次
元 に 加 え ， 授 業 実 践 次 元 に ま で 踏 み 込 ん で 考 察
し ， イ ギ リ ス に お け る シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 教 育 と 地
理 教 育 の 関 係 に つ い て 究 明 す る こ と を 目 的 と す
る 。 し た が っ て ， 本 研 究 は ， 直 接 的 に シ テ ィ ズ ン
シ ッ プ の 多 義 性 を 検 討 し そ の 概 念 規 定 を め ざ す
も の で は な い 。 し か し ， 従 来 に 欠 け て い た 2 要 件
を 確 保 し た 研 究 で あ る た め ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ を
社 会 科 教 育 で ど の よ う に 概 念 規 定 し ， 理 論 と 実 践
を 結 び つ け る か と の 議 論 と 課 題 解 決 に 資 す る と
考 え る 。
I . 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム ( K S 3 ) 」 次 元
で の シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と 地 理 の 関 連
最 初 に 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 次 元 で ，
シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と 地 理 教 育 と の 関 係 に つ い て
分 析 す る 。
前 期 中 等 教 育 段 階 で あ る K S 3 「 ナ シ ョ ナ ル ・
カ リ キ ュ ラ ム シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 」 学 習 プ ロ グ ラ
ム に よ れ ば ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 学 習 内 容 は ， 知
識 ・ 理 解 及 び 2 種 類 の ス キ ル か ら な る 3 つ の 大 項
目 か ら 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち ， 「 教 養 あ る 市
民 と し て の 知 識 」 「 理 解 ， 探 究 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン ス キ ル の 発 達 」 「 参 画 と 責 任 あ る 行 動 の ス キ ル
の 発 達 」 の 3 つ で あ り ， 最 初 の 知 識 ・ 理 解 の 大 項
目 は シ テ ィ ズ ン シ ッ プ に お け る 認 識 内 容 に ， 続 く
2 つ の ス キ ル の 大 項 目 は 資 質 内 容 に あ た る 。 こ れ
ら 大 項 目 は い く つ か の 中 項 目 に 細 分 化 さ れ ， 中 項
目 は シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と し て の 具 体 的 な 学 習 内
容 を 規 定 す る と 同 時 に ， 各 シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 項 目
が 関 連 す る 他 教 科 ・ 領 域 の 学 習 プ ロ グ ラ ム 項 目 も
記 載 し ， 教 科 ・ 領 域 横 断 的 な 学 習 の 組 織 化 を 推 奨
し て い る （ 表 1) 。 そ こ で ， 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ
ラ ム 地 理 」 の 学 習 プ ロ グ ラ ム ヘ の 言 及 を 抽 出 す
る。
表 1 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム ( K S 3 」 学 習 プ ロ グ ラ ム に お け る シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と 地 理 の 関 係
シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 学 習 プ ロ グ ラ ム 構 成
地 理 へ の 言 及 が 特 に み ら れ る の は 知 識 ・ 理 解 の
領 域 に お け る 「 lb 英 国 内 の 地 域 ・ 宗 教 ・ 民 族 的
多 様 性 」 と 「 li グ ロ ー バ ル な コ ミ ュ ニ テ ィ と し
て の 世 界 」 で あ り ， 地 域 あ る い は コ ミ ュ ニ テ ィ と
い う 地 理 的 空 間 が シ テ ィ ズ ン シ ッ プ を 学 習 す る
際 に 重 要 で あ る 項 目 で 関 連 づ け が 勧 め ら れ て い
る 。 し か し ， 提 示 さ れ て い る 地 理 の 項 目 は ， 表 1
右 側 に 示 し た よ う に 集 落 (6g) ・ 場 所 (3b) と い っ
た 地 理 空 間 や そ の 空 間 関 係 (3e) に 限 ら ず ， 環 境
変 化 (5a) ・ 環 境 問 題 (6j) な ど 社 会 次 元 を も 含
ん で い る 。
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関 連 す る 地 理 学 習 プ ロ グ ラ ム 項 目
6 g  :  集 落 の 特 徴 の 変 化
3 b  ;  全 国 ・ 国 際 ・ 地 球 的 な 文 脈 で の 学 習 場 所
3e I 場 所 の 相 互 依 存 関 係
— — - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
5 a  I 環 境 変 化
5 b  1 持 続 可 能 な 開 発 と 環 境 ・ 生 活 と の か か わ り
6f I 人 口 の 分 布 と 変 化
6 h  :  経 済 活 動 の 分 布 変 化 と そ の 影 響
6i :  開 発
6j I 環 境 問 題
6 k  :  資 源 問 題
D f E E  a n d  Q C A ( 1 9 9 9 ) よ り 筆 者 作 成
そ れ で は ， こ れ ら 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム
( K S 3 ) 地 理 」 学 習 プ ロ グ ラ ム の 内 容 構 成 全 体 の
中 で ， 上 記 関 連 づ け が 示 さ れ た 部 分 は ， ど の よ う
な 部 分 で あ ろ う か 。 地 理 学 習 プ ロ グ ラ ム の 大 項 目
は ， 地 理 的 探 究 ・ 技 能 と ， 知 識 ・ 理 解 の 2 つ で あ
り ， 知 識 ・ 理 解 は ， 場 所 ， 地 理 的 な 様 子 と 仕 組 み ，
環 境 変 化 と 持 続 可 能 な 開 発 ， の 3 中 項 目 に 細 分 さ
れ て い る (5) 。 こ の よ う な 構 造 の 中 で ， シ テ ィ ズ ン
シ ッ プ 側 か ら 関 連 づ け が 示 さ れ て い る の は ， 知
識 ・ 理 解 の 中 項 目 で ， 場 所 及 び 環 境 変 化 と 持 続 可
能 な 変 化 の 項 目 全 体 ， 地 理 的 な 様 子 ・ 仕 組 み の 項
目 後 半 に あ た る 人 文 ・ 環 境 地 理 の 部 分 で あ る 。 こ
こ か ら は 地 理 学 習 プ ロ グ ラ ム の 多 く の 部 分 が シ
テ ィ ズ ン シ ッ プ か ら み て 関 連 性 が あ る と 規 定 さ
れ て い る こ と が 明 ら か に な る 。 し た が っ て ， 「 ナ
シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 次 元 で ， シ テ ィ ズ ン シ ッ
プ の 学 習 と 地 理 学 習 と は 強 い 結 び つ き を 持 つ と
構 造 的 に 規 定 さ れ て い る 。
皿 「 単 元 計 画 例 」 次 元 で の シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と
地 理 の 関 連
1. 「 単 元 計 画 例 」 全 体 で の シ テ イ ズ ン シ ッ プ と
地 理
「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 制 度 下 の 授 業 実
践 で 直 接 参 照 さ れ て い る の は ， 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ
リ キ ュ ラ ム 」 で 規 定 さ れ た 内 容 を 満 た す 具 体 的
な 単 元 と そ の 展 開 計 画 を 例 示 し た 「 単 元 計 画 例 」
で あ る （ 志 村 ， 2008c) 。 こ の 「 単 元 計 画 例 」 の 各
単 元 の 説 明 に お い て も ， そ の 単 元 が 関 連 す る 他 教
科 ・ 領 域 の 「 単 元 計 画 例 」 が 示 さ れ て い る 。 そ こ
で ， 「 単 元 計 画 例 」 に お け る シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と
地 理 と の 相 互 参 照 関 係 を 分 析 す る 。
地 理 と シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 「 単 元 計 画 例 」 の 内
容 構 成 を ま と め た 表 2 で は ， 単 元 例 の 解 説 で 示 さ
れ て い る 両 者 の 関 連 を 矢 印 で 示 し た 。 実 線 は ， 関
連 性 が 示 さ れ て い る こ と を ， 矢 印 の 向 き は 関 連 づ
け の 方 向 で あ る 。 例 え ば 地 理 の 「 5 イ ン グ ラ
ン ド を 探 検 す る 」 解 説 で は シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 「 4
イ ギ リ ス ー 多 様 な 社 会 」 へ の 関 連 づ け が 示 さ れ
て い る 一 方 ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 単 元 例 「 4」 の 解
説 で も 地 理 単 元 例 「 5 」 へ の 関 連 づ け が 示 さ れ て
い る た め ， 矢 印 は 両 方 向 と な っ て い る 。 ま た ， 地
理 「 8 海 岸 の 環 境 」 は ， 特 定 の 単 元 例 へ の 関 連
づ け は な さ れ て い な い も の の シ テ ィ ズ ン シ ッ プ
全 体 へ の 関 連 が 示 さ れ て い る た め ， 単 元 番 号 欄 は
C, 矢 印 は 二 重 に し て あ る 。
こ の 表 2 か ら は 地 理 の 全 24 単 元 例 の う ち 15
単 元 例 で シ テ ィ ズ ン シ ッ プ ヘ ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ
全 21 単 元 例 の う ち の 11 単 元 例 で 地 理 へ ， そ れ ぞ
表 2 「 単 元 計 画 例 」 に お け る 地 理 と シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 関 連
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1 5  蜆＂姦如'"噂瀾-~----
こ
1 6 開 発 と は ？ 4,17 
戸" 人 権 を 祝 う 一 学 校 全 体 で の ノ テ ィ ズ ン ン ッ プ 活 動
17 変 化 す る フ ラ ン ス の 経 済 地 理
17 学 校 間 の 連 携
2,16,19.20 
1 8 グ ロ ー バ ル な フ ァ ッ シ ョ ン 産 業
←  
1 8 校 庭 づ く り と 地 域
地 K S 2 E S D
1 9 ツ ー リ ズ ム 良 い ・ 悪 い ？
y g  
旦—
1 9  K S 3 の 学 習 発 達 ・ 成 果 の 評 価
2 0 国 を 比 較 す る
旦—
2 0 公 的 な 関 心 事 と は 何 か ？ 顧
21 バ ー チ ャ ル な 火 山 と イ ン タ ー ネ ッ ト で の 地 震 C  21 人 々 と 環 境
理 科 地 理
2 2 イ ン タ ー ネ ッ ト で 知 る 各 地 の 石 炭 採 掘 業
c態 度2 3 ロ ー カ ル な 行 動 グ ロ ー バ ル な 影 響
2 4 世 界 へ の パ ス ポ ー ト
Y 7 - 9  
実 線 の 矢 印 は 関 連 づ け の 方 向 を 示 す 。
二 重 矢 印 （ 関 連 欄 C 等 ） は 関 連 づ け が 特 定 の 単 元 で な く ， 教 科 ・ 領 域 の 全 体 で あ る こ と を 示 す 。
シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 右 端 欄 で は ， 歴 史 ・ 理 科 へ の 関 連 づ け も 示 し た 。
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D f E E  a n d  Q C A ( 2 0 0 7 ) よ り 筆 者 作 成
れ 関 連 づ け が 示 さ れ て お り ， 地 理 と シ テ ィ ズ ン
シ ッ プ を 深 く 関 わ ら せ な が ら 単 元 を 構 成 し ， 教 授
学 習 を 組 織 化 す る こ と が 望 ま れ て い る 。 と り わ
け ， 地 理 で は 「 11 ブ ラ ジ ル を 調 べ る 」 「 15 犯
罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」 「 16 開 発 と は ？ 」 「 23 ロ ー カ
ル な 行 動 ， グ ロ ー バ ル な 影 響 」 に ， シ テ ィ ズ ン シ ッ
プ で は 「 4 イ ギ リ ス ー 多 様 な 社 会 」 「 7 身 近 な
地 域 の 民 主 主 義 」 「 17 学 校 間 の 連 携 」 に 複 数
の 実 線 が 収 束 し ， 両 者 の 結 び つ き が 強 く な っ て い
る 。 以 下 で は ， 授 業 観 察 ・ 調 査 が で き た 「 15 犯
罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」 に 焦 点 を あ て 論 究 す る が ， シ
テ ィ ズ ン シ ッ プ と 関 連 づ け た 地 理 教 育 を 考 察 す
る 対 象 と し て の 適 切 性 は 上 記 分 析 結 果 か ら 確 保
さ れ て い る (6)0
2. 犯 罪 の 地 理 授 業 に 関 す る 「 単 元 計 画 例 」 の 分
析
1) 地 理 単 元 例 「 1 5 犯 罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」
本 単 元 は ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ が 導 入 さ れ る
2000 年 版 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 施 行 に
向 け て 新 た に 作 成 ・ 追 加 さ れ た 「 単 元 計 画 例 」 で
あ り ， そ の 概 要 は 表 3a に 示 し た 。 例 示 学 年 は 前
期 中 等 教 育 ( Y 7 ,._, Y 9 ) の 中 間 に あ た る Y 8 で あ
り， 7 時 間 配 当 で 構 想 さ れ て い る 。
5 つ 示 さ れ て い る 学 習 の ね ら い は ， a が 犯 罪 の
概 括 的 理 解 ， b ・ d ・ e が 地 理 的 技 能 の 習 得 ・ 活 用
と そ れ を 通 し た 犯 罪 の 地 理 的 理 解 ， c が 犯 罪 の 地
理 的 理 解 と 地 理 的 技 能 を 活 用 し た 安 全 な 地 域 環
境 の 考 察 ・ 提 起 で あ る 。 展 開 で は ， ね ら い の a に
主 に 対 応 す る の が ① ② ， b ・ c ・ d ・ e に 対 応 す る
の が ③ ～ ⑦ に な る 。 特 に c は ， ⑤ 「 犯 罪 の 地 図 は ，
犯 罪 減 少 に 役 立 つ か ？ 」 を 基 軸 に し た ③ ～ ⑤ の 諸
段 階 に 含 ま れ る と と も に 本 単 元 修 了 後 に 想 定 さ
れ て い る 評 価 段 階 （ 課 題 レ ポ ー ト の 作 成 ・ 提 出
等 ） が 相 当 す る 。 地 理 の 独 自 性 が 最 も 強 い 部 分
は ， ね ら い の b ・ c ・ d ・ e , 展 開 の ③ ～ ⑦ で あ り ，
こ の 部 分 の 存 在 が 犯 罪 を 地 理 授 業 と し て 成 立 さ
せ て い る 。 そ し て ， こ の 部 分 の 学 習 内 容 を 支 え て
い る の は ， イ ギ リ ス を は じ め と し た 英 米 地 理 学 に
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お け る 犯 罪 に 関 す る 研 究 成 果 の 蓄 積 で あ る （ 若 林
2000)(7) 。
英 国 の 犯 罪 地 理 学 研 究 に よ れ ば ， 犯 罪 の 発 生 に
は 地 理 条 件 が 大 き く 関 係 し て お り ， 場 所 の 地 理 条
件 が 犯 罪 発 生 の 機 会 を 生 む と す る 犯 罪 機 会 論 が
主 張 さ れ て い る （ 小 宮 2005) 。 こ こ で い う 地 理
条 件 と は ， 街 路 の パ タ ー ン や 人 通 り ， 街 路 や 公
園 の 明 る さ ， 建 物 ・ 植 栽 の 配 置 な ど ， ミ ク ロ か
ら メ ソ ス ケ ー ル （ 一 軒 の 住 宅 程 度 の ス ケ ー ル か
ら コ ミ ュ ニ テ ィ 程 度 の ス ケ ー ル ） の 環 境 で あ る 。
こ の 地 理 条 件 と 犯 罪 の 種 類 や 発 生 率 の 関 連 は ， 地
理 的 技 能 の 1 つ で あ る G I S ( 地 理 情 報 シ ス テ ム
Geographical Information System) で 分 析 さ れ ，
そ の 結 果 ， 他 者 が 進 入 ・ 脱 出 し や す い 街 路 ， 薄 暗
か っ た り 建 物 の 影 に な っ た り し て 人 々 の 死 角 に
な っ て い る 場 所 で は ， 犯 罪 が 起 こ り や す い こ と が
明 ら か に な っ て い る 。 同 時 に 地 理 学 の 環 境 知 覚
研 究 を 基 礎 に し た 調 査 は ， 犯 罪 が 起 こ り や す い 場
所 は ， 人 々 が 事 前 に 「 怖 い 」 と 知 覚 す る 場 所 で も
あ る こ と を 示 し て い る 。 し た が っ て ， 犯 罪 が 起 こ
り や す い 地 理 条 件 と 具 体 的 な 場 所 は ， 地 理 的 技 能
で あ る G I S の 活 用 と 環 境 知 覚 研 究 の 応 用 か ら も
た ら さ れ る の で あ る 。
と こ ろ で ， 犯 罪 が 起 こ り や す い 場 所 の 地 理 条 件
の 多 く は ， 自 然 的 条 件 と し て 元 来 そ の 場 所 に 備
わ っ た も の で は な く ， 人 間 が 構 築 し た 空 間 環 境 条
件 で あ る 。 空 間 に 対 す る 人 間 の 意 思 決 定 と 働 き か
け に よ り 造 り 出 さ れ た 空 間 環 境 （ シ ョ ッ ピ ン グ セ
ン タ ー を 中 心 と し た 商 業 集 積 地 ， （ 再 ） 開 発 に よ
り 造 り 出 さ れ た 住 宅 団 地 ， 等 ） を 地 理 学 で は 建
造 環 境 (built enviromnent) と 定 義 し ， そ の 人 為
構 築 性 を 1970 年 代 以 降 重 視 し て き だ 8) 。 こ の 建 造
環 境 論 に 視 座 を お け ば ， 犯 罪 を 生 む 地 理 条 件 は 人
間 が 造 り 出 し た 建 造 空 間 環 境 に 他 な ら な い 。 そ し
て ， そ う で あ る な ら ば ， 犯 罪 を 生 ま な い 地 理 条 件
を 持 つ 建 造 空 間 環 境 ， 換 言 す れ ば 住 宅 地 や コ ミ ュ
ニ テ ィ 地 域 は ， 人 間 の 意 思 決 定 と 働 き か け で 構 築
で き る こ と に な る 。 こ れ は 地 域 づ く り で あ り ， 具
体 的 に は 地 域 の 環 境 に 対 し て ， あ る 価 値 ・ 態 度 に
基 づ き 知 覚 し ， 意 思 決 定 を 経 て 参 画 ・ 行 動 す る と
い う 過 程 に な る 。
あ り ， 地 理 教 材 化 に 際 し て は 地 理 学 に お け る 環
境 知 覚 論 と 建 造 環 境 論 が 内 容 面 で の 理 論 的 基 礎
に ， 地 理 情 報 シ ス テ ム が 技 能 面 で の 理 論 的 基 礎 に
そ れ ぞ れ な っ て い る 。 さ ら に ， 建 造 環 境 論 に お け
以 上 か ら す る と ， 犯 罪 を 地 理 の 学 習 内 容 と す る
論 理 的 根 拠 は 場 所 に 焦 点 を 当 て た 犯 罪 機 会 論 に
表 3 犯 罪 に 関 す る 「 単 元 計 画 例 」 の 内 容
a 地 理 単 元 例 「 1 5 犯 罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」
例 示 学 年
Y 8 ( 1 2 - 1 3 歳）
a  犯 罪 の 種 類 と 罪 を 理 解 す る 。
b  地 域 の 犯 罪 の 地 理 的 様 子 を 記 述 説 明 す る 。
ね ら い c  ど の よ う に 環 境 を 変 え れ ば 安 全 に な る か 提 案 す る 。
d  調 査 で 適 切 な 資 料 ・ 技 能 を 活 用 す る 。
e  妥 当 な 結 論 を 導 き 出 し ， 適 切 な 文 ・ 図 表 で 表 現 す る 。
①  犯 罪 を 知 っ て い る か ？ 全 て が 通 報 さ れ て い る か ？
②  各 犯 罪 に つ い て ど う 感 じ て い る か ？ 怖 い か ？
③  安 全 な ・ 危 険 な 地 域 は あ る か ？
展 開
④  犯 罪 の 地 図 は 作 れ る か ？
⑤  犯 罪 の 地 図 は ， 犯 罪 減 少 に 役 立 つ か ？
⑥  全 国 各 地 や 都 市 ・ 農 村 で 犯 罪 は 違 う か ？
⑦  犯 罪 の 国 際 比 較 は で き る か ？
備 考 2 0 0 0 年 版 カ リ キ ュ ラ ム 対 応 と し て 新 規 例 示 さ れ た 単 元
b シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 単 元 例 「 2 犯 罪 」
例 示 学 年
Y 7 - 9 ( 1 1 - 1 4 歳）
a  法 的 に 犯 罪 と な る 行 動 を 認 識 す る 。
b  若 者 に 犯 罪 行 為 が 多 い 理 由 を 認 識 す る 。
ね ら い c  犯 罪 に 対 す る 責 任 を 理 解 す る 。
d  少 年 裁 判 制 度 を 理 解 す る 。
e  被 害 者 ・ 加 害 者 へ の 公 正 さ に つ い て 議 論 し ， 公 正 な 裁 判 の 重 要 性 が 分 か る 。
① |  
f~③ ④ほ 十Il 犯>m一罪 と は 何 か ？ 何 が 人 を 犯 罪 に 関 わ ら せ る の か ？
展 開
⑤  犯 罪 に 対 す る 責 任 と は 何 か ？ 少 年 裁 判 制 度 と は ？
叩⑦ス—テレ—オ—タイ—プと—若—者— - - - - - - - - - - - - - - - - -
備 考 他 教 科 ・ 領 域 と 関 連 づ け た 独 立 的 単 元 の 例
c シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 単 元 例 「 1 5 犯 罪 と 安 全 の 意 識 一 学 校 全 体 ・ 様 々 な 組 織 で の 取 り 組 み 」
例 示 学 年
Y 7 - 9 ( 1 1 - 1 4 歳）
a  身 近 な 地 域 の 犯 罪 に つ い て 討 論 し ， 行 事 を 立 案 す る 。
ね ら い
b  外 部 招 聘 者 と と も に ， 学 校 行 事 に 責 任 を 持 っ て 参 画 す る 。
c  他 者 の 体 験 を 想 像 し ， 犯 罪 と 犯 罪 者 ・ 被 害 者 に つ い て コ ミ ュ ニ ケ ー ト で き る 。
d  少 年 犯 罪 の 要 因 ・ 結 果 と ， 犯 罪 裁 判 等 に 関 わ る 諸 組 織 に つ い て 理 解 を 示 す 。
①  身 近 な 地 域 の 犯 罪 に つ い て ， 私 た ち は 何 を 知 っ て い る か ？
展 開
②  行 事 「 犯 罪 ・ 安 全 の 日 」 を 計 画 す る 。
③  行 事 に 参 加 す る 。
④  行 事 か ら 私 た ち は 何 を 学 ん だ か ？
備 考 学 校 全 体 の 学 習 活 動 と し て の 単 元 例
- .  - 董 ← .  - .  .  . 
表 中 の 「 ね ら い 」 の a, b, •  ・  • は 分 析 の た め 筆 者 が 付 し た も の で ， 原 典 に は な い 。
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る 人 間 の 役 割 に 留 意 す る こ と は ， 価 値 ・ 態 度 そ し
て 参 画 ・ 行 動 を 授 業 に 組 み 入 れ る こ と に な る 。
一 方 ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と の 関 連 性 が 直 接 み ら
れ る の は ， ね ら い の a, 展 開 の ① ② の 段 階 で あ る 。
こ の 部 分 は ， 犯 罪 と は 何 で あ り ， 人 権 や 責 任 と ど
の よ う に 関 わ る の か を 事 例 を も と に 学 習 す る 内
容 で あ る 。 し た が っ て ， 犯 罪 に 関 す る 知 識 ・ 理 解
の 習 得 の 面 で ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と の 関 連 づ け を
本 単 元 は 直 接 的 に は 想 定 し て い る と い え る 。
2) 関 連 づ け ら れ て い る シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 単 元 例
の 分 析
地 理 単 元 例 「 15 犯 罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」 に 関 連
づ け ら れ て い る シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 単 元 例 は 「 2
犯 罪 」 と 「 15 犯 罪 と 安 全 の 意 識 」 で あ る 。
単 元 例 「 2 犯 罪 」 は ， K S 3 全 体 へ の 適 用 が 想
定 さ れ て お り ， 概 要 は 表 3b に 示 し た 。 本 単 元 の
ね ら い は ， 知 識 に あ た る 犯 罪 行 為 及 び そ の 理 由
の 認 識 ( a ・ b ) と ， 理 解 に あ た る 犯 罪 責 任 ， 少 年
裁 判 制 度 ， 公 正 な 裁 判 の 重 要 性 の 理 解 (c・d・
e) で あ り ， 知 識 ・ 理 解 を 主 と し て い る 。 展 開 は
7 時 間 が 例 示 さ れ て い る が ， 内 容 は 各 時 間 ご と に
細 分 さ れ て お ら ず ， ① ~ ③ , ④ ～ ⑥ ， ⑦ の 3 段 階
に 大 き く ま と め て 示 さ れ て い る だ け で あ る 。 こ の
よ う な 提 示 の 仕 方 は ， 本 単 元 を 他 教 科 ・ 領 域 と 関
連 づ け な が ら 実 施 さ れ る シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 単 元
例 と し て い る か ら で あ り ， 実 践 場 面 に お け る 柔 軟
な 授 業 ・ 学 習 過 程 を 想 定 し て い る か ら で あ る 。 た
だ し ， ど の よ う な 学 習 場 面 で も ね ら い に 掲 げ ら れ
た 知 識 ・ 理 解 内 容 を 身 に 付 け る こ と を 要 請 し て お
り ， 学 習 プ ロ グ ラ ム で 規 定 さ れ た 3 つ の 大 項 目 の
内 の 「 教 養 あ る 市 民 と し て の 知 識 ・ 理 解 」 を 主 と
し た 単 元 と し て 位 置 づ け ら れ る 。
単 元 例 「 15 犯 罪 と 安 全 の 意 識 」 も ， K S 3 全
体 へ の 適 用 が 想 定 さ れ て い る (9) 。 本 単 元 は ， 生 徒
が 学 校 外 の 組 織 （ コ ミ ュ ニ テ ィ の 警 察 や 諸 団 体 ）
と連携しながら犯罪• 安 全 に 関 す る 学 校 行 事 を 開
催する内容であり，行事を通して，犯罪•安全に
対 す る 意 識 を 高 め る こ と を 目 標 と し て い る こ と
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に 大 き な 特 色 が あ る 。 具 体 的 に は ， 学 校 全 体 で の
特別活動として「犯罪• 安 全 の 日 」 と い っ た 行 事
の 開 催 を 想 定 し て お り ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と し て
の 実 際 の 学 習 活 動 は ， ク ラ ス で の 個 別 授 業 よ り も
行 事 開 催 に 向 け た 生 徒 の 諸 活 動 及 び 実 施 後 の 振
り 返 り で あ る 。 し た が っ て ， 本 単 元 の 内 容 は ， 「 ナ
シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 学 習
プ ロ グ ラ ム で 規 定 さ れ た 3 つ の 大 項 目 で み れ ば ，
「 探 究 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 発 達 」 と 「 参
画 と 責 任 あ る 行 動 の ス キ ル の 発 達 」 を 主 と す る 単
元 で あ る 。
こ の よ う に ， 単 元 例 「 2 犯 罪 」 と 「 15 犯 罪
と 安 全 の 意 識 」 は 地 理 単 元 例 「 15 犯 罪 と コ ミ ュ
ニ テ ィ 」 と の 関 連 づ け が 示 さ れ ， 関 連 づ け の た め
の 柔 軟 な 展 開 過 程 を 持 つ と い う 共 通 性 が あ る 。 一
方， 目 標 内 容 で み る と ， 前 者 は 知 識 ・ 理 解 と い う
認 識 育 成 を ， 後 者 は ス キ ル と い う 資 質 育 成 を 主 目
標 と し て い る と い う 違 い が み ら れ る (10)0
以 上 ， 地 理 と シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 「 単 元 計 画
例 」 の 分 析 か ら は ， 犯 罪 機 会 論 ， 環 境 知 覚 論 ， 建
造 環 境 論 及 び 地 理 情 報 シ ス テ ム を 学 問 的 基 礎 と
す る こ と で 犯 罪 が 地 理 学 習 の 対 象 と な っ て い る
こ と ， 並 び に ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ で 犯 罪 を 扱 う 場
合 の 目 標 に は ， 知 識 ・ 理 解 と い う 認 識 育 成 の 側 面
と ， 探 究 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー ト ・ 参 画 ・ 行 動 の ス キ ル
と い う 資 質 育 成 の 側 面 の 2 つ が あ る こ と ， が 明 ら
か に な っ た 。 し た が っ て ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と 関
連 づ け た 犯 罪 の 地 理 授 業 を 教 師 が 構 築 す る う え
で は ， こ の 2 つ の 側 面 に 留 意 す る こ と が 肝 要 に な
る。
N .  シ テ ィ ズ ン シ ッ プ を 組 み 込 ん だ 犯 罪 の 地 理 授
業
地 理 の 授 業 実 践 レ ベ ル で ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ は
ど の よ う に 位 置 づ け ら れ 学 習 が な さ れ て い る の
で あ ろ う か 。 こ れ に 応 え る た め 本 章 で は ， 筆 者 が
2005 年 に 調 査 を 実 施 し た 2 つ の 中 等 学 校 の 地 理
科 授 業 に お け る ， 単 元 例 「 犯 罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」
に 該 当 す る 授 業 を 考 察 す る 。
1) グ ラ マ ー ス ク ー ル の 事 例
選 抜 制 度 を 持 つ 公 立 グ ラ マ ー ス ク ー ル の 事 例
と し て ， ロ ン ド ン 市 バ ー ネ ッ ト 区 に 位 置 す る ク
イ ー ン ・ エ リ ザ ベ ス 男 子 中 等 学 校 を と り あ げ る 。
KS3·KS4 及びシックスフォーム (16~18 歳）
課 程 か ら な る 本 校 は ， 全 生 徒 数 約 1200 名 ， 地 理
科 所 属 教 員 5 名 の 規 模 の 学 校 で ， 教 育 水 準 局 の 監
査 評 価 結 果 が 非 常 に 高 く ， 教 育 系 大 学 と 連 携 も み
ら れ る 模 範 的 な 公 立 学 校 で あ る 冗 必 修 と な っ て
い る K S 3 で の 地 理 の 週 あ た り の 授 業 時 間 は ， 2
コ マ (35 分 * 1 コ マ 十 70 分 * 1 コ マ ） で ， 合 計
105 分 で あ る 。 シ テ ィ ズ ン シ ッ プ は ， 時 間 割 に 独
立 し て 置 か れ て お ら ず ， 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ
ラ ム 」 規 定 の 学 習 内 容 を 主 に 社 会 系 教 科 （ 地 理 ・
歴 史 ・ 宗 教 ） 授 業 の 中 で ， 指 導 し て い る 学 校 で あ
る (12) 。
単 元 例 「 犯 罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」 に 相 当 す る も の
は， K S 3 の 最 終 学 年 で あ る 第 9 学 年 (13 - 14 歳）
の 「 犯 罪 の 地 理 」 と 題 さ れ た 単 元 で あ る 。 本 「 犯
罪 の 地 理 」 単 元 は ， 学 年 最 初 の 学 期 に あ た る 秋 学
期 の 後 半 に お か れ ， 6 週 間 ， 全 13 コ マ で 実 践 さ
れ て い る 。
こ の 13 コ マ の 授 業 展 開 は ， 終 末 の 評 価 時 間 を
除 け ば 3 つ の 部 分 に 大 別 さ れ る （ 表 4a) 。 ① ～ ③
の 3 コ マ （ 展 開 I) は 導 入 段 階 で あ る が ， 地 理 単
元 例 「 15」 に お い て は 1 コ マ の 配 当 に し か 過 ぎ
ず ， こ れ に 比 べ 3 コ マ と 大 幅 に 時 間 が 配 当 さ れ て
い る 。 展 開 I の 学 習 内 容 は ， 犯 罪 の 定 義 と 種 類 ，
裁 判 な ど の 法 制 度 の 知 識 を 学 び 理 解 す る こ と で
あ る こ と か ら ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 単 元 例 「 2 犯
罪 」 の 内 容 が 組 み 込 ま れ る こ と で 導 入 段 階 が 拡 充
さ れ た と い え る 。
展 開 I は ， 地 理 単 元 例 に 沿 っ た 部 分 で ， ④ ⑤ ⑥
は 環 境 知 覚 論 と 建 造 環 境 論 に ， ⑦ は 地 理 情 報 シ ス
テ ム に 依 拠 し た 授 業 内 容 構 成 と な っ て い る 。 ⑧
は 地 理 単 元 例 ⑦ 「 犯 罪 の 国 際 比 較 は で き る か ？ 」
に 相 当 す る 部 分 で ， イ ギ リ ス 内 の ス ケ ー ル か ら グ
ロ ー バ ル な ス ケ ー ル ヘ 学 習 対 象 を 転 換 さ せ る こ
と で ， ス ケ ー ル を 変 え て 事 象 を 考 察 す る と い う 地
理 的 見 方 ・ 考 え 方 に 気 づ か せ る 場 に も な っ て い
る。
展 開 1I は， I ・ I I で 習 得 し た 知 識 ・ 理 解 と 地 理
的 技 能 を 活 用 し て ， 地 理 的 探 究 (13) が 行 わ れ る 部 分
で あ る 。 筆 者 の 授 業 観 察 に よ れ ば ， 地 域 の 犯 罪 の
実 態 に つ い て ク ラ ス で 住 民 ア ン ケ ー ト 調 査 を 実
施 し ， 収 集 し た デ ー タ を 地 理 情 報 シ ス テ ム を 活 用
し な が ら 分 析 ・ 考 察 し ， 個 々 人 で 報 告 書 を 作 成 す
る も の で あ っ た 。 授 業 は ， コ ン ピ ュ ー タ 教 室 で の
個 人 学 習 の 形 態 が 多 く ， 地 理 情 報 シ ス テ ム や ， 統
計 ・ 文 書 作 成 ソ フ ト ウ エ ア ー を 活 用 し た 展 開 部 分
で あ る た め ， 指 導 案 で は 地 理 に I C T ( 情 報 伝 達
技 術 ） 学 習 を 組 み 込 ん だ 時 間 と 位 置 づ け ら れ て い
た 。 し た が っ て ， 本 段 階 は ， 地 理 単 元 例 の ね ら い
「d 調 壺 で 適 切 な 資 料 ・ 技 能 を 活 用 す る 」 「 e
表 4 調 査 校 に お け る 犯 罪 の 地 理 授 業 の 単 元 展 開 構 造
a ク イ ー ン ・ エ リ ザ ベ ス 男 子 中 等 学 校
単 元 名 「 犯 罪 の 地 理 」
展 開
主 題
I ①  犯 罪 と は 何 で ， 誰 が 被 害 者 か ？
I  :  ② 犯 罪 の 種 類 と 違 い は ？
' ③  犯 罪 と 法
， ④  犯 罪 の パ ー セ シ ョ ン （ 知 覚 ）
' ⑤  犯 罪 は ど ん な 場 所 で お こ る ？
I I ⑥  犯 罪 と 建 造 環 境
：⑦ 犯 罪 の 地 図 化 ー G I S の 理 解
,  8 グ ロ ー バ ル な 犯 罪 ー ヘ ロ イ ン の 経 路
：雷
m:rlプ ロ ジ ェ ク ト 「 英 国 に お け る 犯 罪 の 地 理 」
w 藩 叩 il
b ハ ム ス テ ッ ド 総 合 制 中 等 学 校
単 元 名 「 犯 罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」
展 開
主 題
I ①  犯 罪 に つ い て 何 を 知 っ て い る か ？
I  :  ② ど ん な 犯 罪 が あ る か ？
,  3 な ぜ 全 部 の 犯 罪 が 通 報 さ れ な い の か ？
I  I ④  エ ス ニ ッ ク な 犯 罪 と は ？
a  
L  ぷ⑤ コ ミ ュ ニ テ ィ で の コ ン フ リ ク ト
- ----------------------------
I I  I ⑥  犯 罪 と 地 理 は ど う 関 連 し て い る か ？
：  b:⑦  ロ ン ド ン の 犯 罪 分 布 は ど う な っ て い る か ？
I  I  8 国 際 的 な 犯 罪 と は ？
’⑨ 
頂 ’ ⑩
プ ロ ジ ェ ク ト 「 身 近 な 地 域 の 犯 罪 実 態 と 撲
I  1
I  滅 の た め の 環 境 設 計 」
w  ,  ⑫ 評 価
各 校 調 査 資 料 に よ り 筆 者 作 成
地 理 ・ シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 列 の 網 が け は ， 取 り 扱 わ れ て い る 相 対 的 な 比 重 を 示 す 。
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妥 当 な 結 論 を 導 き 出 し ， 適 切 な 文 ・ 図 表 で 表 現 す
る 」 に よ り ， 「 b 地 域 の 犯 罪 の 地 理 的 様 子 を 記 述
説 明 す る 」 を 達 成 す る こ と を 主 目 標 と し た 部 分 に
な る 。 な お ， 報 告 書 結 論 部 分 で は ， 客 観 的 な デ ー
タ 分 析 ・ 考 察 で 得 ら れ た 地 域 の 犯 罪 の 現 状 に つ い
て， 自 分 自 身 の 考 え を 述 べ る 必 要 が あ る こ と か
ら ， ね ら い 「 c ど の よ う に 環 境 を 変 え れ ば 安 全
に な る か 提 案 す る 」 も 含 ん で い る (14)0
2) 総 合 制 中 等 学 校 の 事 例
非 選 抜 の 公 立 総 合 制 中 等 学 校 の 事 例 と し て ， 口
ン ド ン 市 カ ム デ ン 区 の ハ ム ス テ ッ ド 総 合 制 中 等
学 校 （ コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル ・ 共 学 ） を 取 り 上 げ
る 。 本 校 も K S 3 ・ K S 4 ・ シ ッ ク ス フ ォ ー ム 課 程 か
ら な り ， 全 生 徒 数 約 1300 名 ， 地 理 科 所 属 教 員 3
名 の 規 模 で ， ロ ン ド ン 市 内 の 一 般 的 な 公 立 中 等 学
校 で あ る (15) 。 全 生 徒 に 占 め る 英 国 系 白 人 の 割 合 は
約 3 割 で ， ア フ リ カ 系 の 8 % を は じ め ， パ キ ス タ
ン ， カ リ ブ ， イ ン ド ， バ ン グ ラ デ シ ュ 系 な ど 多 様
な 民 族 構 成 を も ち ， 難 民 の 子 ど も も 100 名 以 上 在
籍 す る 。 市 内 の 公 立 総 合 制 中 等 学 校 の 中 で は ， 教
育 水 準 局 か ら 高 い 学 校 評 価 を 得 て い る 学 校 で あ
る。 K S 3 に お け る 地 理 の 授 業 時 間 は ， 週 平 均 で 2
コ マ （ 約 150 分 ） で あ る 。 本 校 で も ， シ テ ィ ズ ン
シ ッ プ は ， 独 立 教 科 と し て は 時 間 割 上 に 組 ま れ て
お ら ず ， 各 ク ラ ス で 週 1 回 あ る ホ ー ム ル ー ム 活 動
の 中 で 各 担 任 が 指 導 す る 内 容 が ， 最 も 直 接 的 な 内
容 と さ れ て い る 。
本 校 で は 地 理 単 元 例 と 同 じ 題 目 で あ る 単 元 「 犯
罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」 が ， K S 3 最 初 の 第 7 学 年 (11
- 12 歳 ） の 最 終 学 期 に あ た る 夏 学 期 の 後 半 に ，
約 6 週 間 (13 コ マ ） に わ た り 実 践 さ れ て い る 。
本 単 元 も ， 終 末 の 評 価 の た め の 1 時 間 を 除 く
と， 3 つ の 部 分 に 大 別 さ れ る （ 表 4b) 。 展 開 I (① 
② ③ ) は ， 犯 罪 の 定 義 や 犯 罪 の 通 報 等 に つ い て で
あ り ， 地 理 単 元 例 「 15」 の 展 開 例 ① 及 び シ テ ィ ズ
ン シ ッ プ 単 元 例 「 2」 の 展 開 例 ① ② ③ に 相 当 す る
知 識 ・ 理 解 の 内 容 で あ る 。 な お ， 中 等 教 育 最 初 の
学 年 と い う 発 達 段 階 を 考 慮 し ， 裁 判 制 度 な ど 詳 細
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な 司 法 制 度 に つ い て は 扱 わ れ て い な い 。
地 理 を 主 と す る 展 開 I は ， 前 半 と 後 半 に 細 分 さ
れ る 。 ④ 「 エ ス ニ ッ ク な 犯 罪 と は ？ 」 は ロ ン ド ン
市 の Brixton 騒 乱 (1981 ・1985 年 ） を ⑤ は 北 ア
イ ル ラ ン ド の 「 血 の 日 曜 日 事 件 」 (1972 年 ） や ベ
ル フ ァ ス ト 市 内 の 壁 に み ら れ る 民 族 主 義 的 な 落
書 き を ， そ れ ぞ れ 教 材 化 し て い る 。 こ れ は ， 学 校
の 多 民 族 性 を 反 映 し て ， 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ と い う
地 理 空 間 の 場 で 生 じ た 民 族 性 を 背 景 に も つ 社 会
問 題 を 教 材 化 し た 部 分 で あ り ， 同 時 に シ テ ィ ズ ン
シ ッ プ 学 習 プ ロ グ ラ ム 内 容 「 lb 英 国 内 の 地 域 ・
宗 教 ・ 民 族 的 多 様 性 」 に 深 く 関 連 し た 部 分 で あ
る 。 そ こ で ， 表 4b で は 展 開 I1 の 前 半 (a) と し て
区 分 し て あ る 。 後 半 (b) の ⑥ ⑦ ⑧ は ， 犯 罪 機 会
論 と 建 造 環 境 論 に 基 づ く 犯 罪 と 地 理 の 関 係 ， 地 理
的 技 能 を 用 い た 犯 罪 分 布 の 解 釈 ， グ ロ ー バ ル ス
ケ ー ル で の 犯 罪 の 理 解 で あ り ， 地 理 単 元 例 の 内 容
に 沿 っ た も の で あ る 。
「 身 近 な 地 域 の 犯 罪 実 態 と 撲 滅 の た め の 環 境 設
計 」 と 題 さ れ た 展 開 I は ， そ れ ま で の 学 習 内 容 を
も と に し た 地 理 的 探 究 の 部 分 で あ る 。 こ こ で は ，
考 察 対 象 が 身 近 な 地 域 で あ る コ ミ ュ ニ テ ィ の 犯
罪 を 対 象 に ， 地 理 的 技 能 を 活 用 し て 理 解 を 深 め た
う え で ， 犯 罪 を な く す た め の 建 造 環 境 を 自 ら 提 案
す る こ と が 求 め ら れ て い る 。 こ の 展 開 部 分 は ， シ
テ ィ ズ ン シ ッ プ 学 習 プ ロ グ ラ ム か ら み る と ， 「 探
究 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 発 達 」 に お け る
(2a) 社 会 的 課 題 の 分 析 思 考 ・ (2b) 社 会 的 課 題
に 対 す る 自 分 の 意 見 の 表 明 ， を 明 確 に 組 み 込 ん で
い る の が 特 徴 で あ る 。
3) 地 理 授 業 構 成 に お け る シ テ イ ズ ン シ ッ プ の 組
み 込 み か た
調 査 2 校 の 「 単 元 計 画 例 2  犯 罪 と コ ミ ュ ニ
テ ィ 」 に 準 拠 し た 地 理 授 業 か ら は ， 次 の よ う な 共
通 性 と 相 違 が み ら れ る 。
共 通 性 の 第 1 は ， 計 画 例 で は 7 時 間 配 当 で あ っ
た 本 単 元 に ， 12 も し く は 13 時 間 を 配 当 し て い る
こ と で あ る 。 第 2 は ， 終 末 の 評 価 時 間 を 除 く 単
元 の 展 開 は 3 段 階 に 区 分 さ れ ， 最 初 の 展 開 I は，
知 識 ・ 理 解 を 主 内 容 と し た シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 「 単
元 計 画 例 2  犯 罪 」 を 組 み 込 ん で い る こ と で あ
る。第 3 は，最後の展開皿には 3~4 時間の地理
的 探 究 を 取 り 入 れ ， そ れ ま で の 学 習 で 習 得 し た 知
識 ・ 理 解 ・ 技 能 等 の 活 用 を 図 っ て い る こ と で あ
る 。 し た が っ て ， 展 開 I と 展 開 II, と り わ け シ テ ィ
ズ ン シ ッ プ 内 容 の 展 開 I を 単 元 に 組 み 込 ん だ こ
と で ， 計 画 例 よ り も 時 間 数 が 増 え て い る の で あ
る。
一 方 ， 相 違 と し て は ， ク イ ー ン ・ エ リ ザ ベ ス 校
に 比 ベ ハ ム ス テ ッ ド 校 は 展 開 I に お い て ， 多 民 族
が 暮 ら す コ ミ ュ ニ テ ィ に 焦 点 を あ て て い る 。 展 開
I で も ， ク イ ー ン ・ エ リ ザ ベ ス 校 が 地 理 情 報 シ ス
テ ム の 技 能 を 活 用 す る こ と で 犯 罪 実 態 を 明 ら か
に す る こ と を 主 に し て い る の に 対 し ， ハ ム ス テ ッ
ド 校 は 実 態 究 明 に 加 え ， 犯 罪 を な く す た め の 身 近
な 地 域 の 環 境 設 計 を 明 確 に 求 め て い る 。 し た が っ
て ， ハ ム ス テ ッ ド 校 の 方 が ， コ ミ ュ ニ テ ィ と の 関
わ り が 強 い と い え る 。 こ の よ う な 両 校 の 違 い の 理
由 は ， 学 校 の 性 格 に 由 来 す る 。 ク イ ー ン ・ エ リ ザ
ベ ス 校 は ， グ ラ マ ー ス ク ー ル で あ る こ と か ら 生 徒
の 居 住 地 域 は ロ ン ド ン 市 北 部 に 拡 大 し て い る 。 こ
れ に 対 し ， ハ ム ス テ ッ ド 校 は コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー
ル で あ り ， 生 徒 の ほ と ん ど が 近 隣 に 居 住 す る と と
も に ， 学 校 自 体 が 地 域 と 強 い 繋 が り を も っ て い
る 。 し た が っ て ， ハ ム ス テ ッ ド 校 の 場 合 ， 地 域 の
特 性 を 活 か し た 授 業 構 成 が し や す い と と も に ， そ
れ が 望 ま れ て い る の で あ る 。
シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と の 関 係 で は ， 次 の よ う な 共
通 点 が み い だ せ る 。 第 1 は ， 前 述 し た よ う に ， 展
開 I で シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 単 元 例 「 2 」 を 組 み 込
ん で い る こ と で あ る 。 こ こ で ， 注 意 し た い の は ，
そ の 内 容 が 犯 罪 の 定 義 等 ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 学 習
プ ロ グ ラ ム に お け る 知 識 ・ 理 解 で あ る 点 で あ る 。
す な わ ち ， こ の 知 識 ・ 理 解 を 習 得 し た 上 で ， 地
理 の 単 元 例 が 実 践 さ れ て い る の で あ る 。 第 2 は，
シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 単 元 例 「 15 犯 罪 と 安 全 の 意
識 ー 学 校 全 体 ・ 様 々 な 組 織 で の 取 り 組 み ー 」 が ，
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明 示 的 に は 組 み 込 ま れ て い な い 点 で あ る 。 た だ
し ， 両 校 の 実 践 に お け る 展 開 I と 1 は ， シ テ ィ ズ
ン シ ッ プ の 単 元 例 「 15 」 の ね ら い a の 前 段 「 身 近
な 地 域 の 犯 罪 に つ い て 討 論 し 」 の 基 礎 と な る 学 習
内 容 で あ り ， 単 元 例 「 15 」 を 始 め る 際 の 最 初 の 発
問 で あ る 展 開 ① 「 身 近 な 地 域 の 犯 罪 に つ い て ， 私
た ち は 何 を 知 っ て い る か ？ 」 に 答 え る 学 習 内 容 で
あ る 。 シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 学 習 プ ロ グ ラ ム の 面 か ら
ハ ム ス テ ッ ド 校 の 展 開 皿 を 分 析 し た 場 合 ， そ こ に
探 究 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル ( 2 a ・ 2 b ) が 組
み 込 ま れ て い た こ と は ， そ の 証 左 に な る 。 実 際 ，
ハ ム ス テ ッ ド 校 で は ， こ の 地 理 授 業 展 開 1 の 成 果
を も と に ， 地 域 の 警 察 官 ・ 区 職 員 を 招 待 し た 学 習
発 表 ・ 討 論 会 を 実 施 し て い る 。 こ の 学 習 発 表 ・ 討
論 会 の 企 画 と 実 施 は ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 単 元 例
「 15 」 の 具 現 で あ り ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 学 習 プ ロ
グ ラ ム に お け る 「 探 究 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ
ル の 発 達 」 と 「 参 画 と 責 任 あ る 行 動 の ス キ ル の 発
達 」 に 直 接 相 当 す る 学 習 活 動 に 他 な ら な い 。
以 上 を ま と め る と ， 両 校 に お け る 犯 罪 の 地 理 授
業 は ， 単 元 最 初 の 展 開 I で シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 学
習 内 容 に お け る 認 識 育 成 部 分 を 組 み 込 む と と も
に ， 展 開 1 は シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 資 質 育 成 部 分
へ 発 展 で き る 伏 線 部 分 で あ り ， コ ミ ュ ニ テ ィ ス
ク ー ル で あ る ハ ム ス テ ッ ド の 場 合 は そ れ が 明 確
で あ っ た と い え る 。
v 結 語
本 稿 は ， 前 期 中 等 教 育 で あ る K S 3 用 「 ナ シ ョ
ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 学 習 プ ロ グ ラ ム 次 元 で ， 地
理 と シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 関 係 性 を 確 認 し た 後 ， 実
際 の 授 業 構 成 で 影 響 力 の 強 い 「 単 元 計 画 例 」 次 元
で 両 者 の 関 係 を 分 析 し ， 両 者 に は 強 い 結 び つ き が
求 め ら れ て い る こ と ， そ の 代 表 の 1 つ が 地 理 単 元
計 画 例 「 15 犯 罪 と コ ミ ュ ニ テ ィ 」 で あ る こ と を
明 ら か に し た 。 そ こ で ， 本 単 元 例 を も と に し た 2
つ の 中 等 学 校 に お け る 犯 罪 の 地 理 授 業 に つ い て
分 析 し た 。 そ の 結 果 ， 単 元 前 半 で 認 識 育 成 を 主 と
し た シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 単 元 計 画 例 「 2 犯 罪 」 を
組 み 込 む 共 通 性 が 認 め ら れ た 。 さ ら に ， 単 元 後 半
の 地 理 的 探 究 は ， 資 質 育 成 を 主 と し た シ テ ィ ズ ン
シ ッ プ 単 元 計 画 例 「 15 犯 罪 と 安 全 の 意 識 ー 学 校
全 体 ・ 様 々 な 組 織 で の 取 り 組 み ー 」 に 展 開 で き る
内 容 で あ る こ と が 明 ら か に さ れ た 。 し た が っ て ，
地 理 科 と し て 実 施 さ れ て い る 授 業 実 践 次 元 に お
い て も ， カ リ キ ュ ラ ム 次 元 ， 単 元 計 画 例 次 元 と 同
じ く ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と 強 い 結 び つ き が あ る 。
最 後 に 以 上 の 知 見 を も と に ， 地 理 と シ テ ィ ズ
ン シ ッ プ を 関 連 づ け た 授 業 構 成 の 方 法 理 論 を 考
え る と ， 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 」 学 習 プ ロ
グ ラ ム の 内 容 領 域 類 型 を も と に す る こ と で 一 般
化 が 図 れ る と 推 察 す る 。 シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 場
合 ， 認 識 内 容 で あ る 「 教 養 あ る 市 民 と し て の 知 識 ・
理 解 」 ， 資 質 内 容 で あ る 「 探 究 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン ス キ ル の 発 達 」 「 参 画 と 責 任 あ る 行 動 の ス キ ル
の 発 達 」 の 類 型 を 基 準 に 考 察 し た 結 果 ， 事 例 と し
た 地 理 授 業 実 践 で は ， 認 識 内 容 が 単 元 展 開 の 最 初
の 段 階 に 直 接 組 み 込 ま れ て い た 。 一 方 ， 資 質 内
容 は 後 半 の 地 理 的 探 究 学 習 の 基 底 に な る と と も
註
(1) 確 定 し た 邦 訳 が な く ， シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と 一
般 的 に 表 記 さ れ る こ と に 象 徴 さ れ て い る 。
(2) 2 0 0 8 年 度 の 日 英 教 育 学 会 大 会 「 公 立 中 等 学
校 改 革 の 日 英 比 較 」 の 発 表 で は ， シ テ ィ ズ ン
シ ッ プ を 日 本 の 社 会 科 で は な く ， 特 別 活 動 に
相 当 す る 教 科 ・ 領 域 と し て い た 。
(3) こ の 教 科 を 通 し た シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 教 育 シ
リ ー ズ は ， 地 理 ， 歴 史 ， 宗 教 ， 国 語 （ 英 語 ）
が 出 版 さ れ た 。
(4) 田 中 ( 2 0 0 7 ) は ， 初 等 学 校 に お け る 情 報 教 育
と 連 携 し た 事 例 を 報 告 し て い る が ， シ テ ィ ズ
ン シ ッ プ と し て の 必 修 化 は 中 等 教 育 段 階 で
あ る た め ， 本 稿 の 対 象 ・ 議 論 と は 異 な る 部 分
が 大 き い 。
(5) 「 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 地 理 」 の 内 容 構
成 に つ い て は ， 志 村 ( 2 0 0 8 a ) に お い て 図 的
に 解 説 し た 。
に ， 資 質 育 成 を 主 と し た 本 格 的 な シ テ ィ ズ ン シ ッ
プ 教 育 へ 発 展 で き る 伏 線 部 分 で あ っ た 。 し た が っ
て ， 認 識 面 で は 直 線 的 な 資 質 面 で は 重 層 的 な 構
造 を 共 通 に 抽 出 で き る の で あ る 。 特 定 の 単 元 ・ 学
校 の 事 例 分 析 で あ る た め 検 証 は 今 後 の 課 題 で あ
る が ， 理 論 化 の 方 途 と し て こ の よ う な 枠 組 み 設 定
は 有 効 に 違 い な い 。
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本 稿 内 容 に 関 す る 現 地 調 査 で は ， Q u e e n Elizabeth's 
B o y s  School 地 理 教 室 主 任 N.Enrigt, A.Flook, H a m p s t e a d  
Comprehensive School 地 理 教 室 主 任 R. M c G e o r g e ,  
Institution of Education in L o n d o n  University 地 理 教 育 学
教 室 教 授 A.Kent, D.Lambert 先 生 を は じ め ， こ れ ら 教
室 ス タ ッ フ に 大 変 お 世 話 に な っ た 。 深 く 感 謝 申 し 上
げ ま す 。 な お ， 本 稿 内 容 は 2007 年 1 月 17 日 に 開 催
さ れ た 中 等 社 会 科 教 育 学 会 第 26 回 全 国 大 会 シ ン ポ ジ
ウ ム に お け る 発 表 内 容 で あ る 。 同 年 秋 に イ ギ リ ス で は
2008 年 版 カ リ キ ュ ラ ム が 告 示 さ れ た が ， 時 間 的 に そ
の 内 容 を 取 り 込 む 発 表 は で き な か っ た 。 し た が っ て ，
2008 年 版 を も 含 ん だ 考 察 に つ い て は 別 稿 を 期 し た い 。
(6) イ ギ リ ス の 地 理 教 育 誌 で あ る T e a c h i n g
G e o g r a p h y  (2006, 3 1  - 1) 上 で は 「 犯 罪 の
地 理 」 の 特 集 が 組 ま れ て お り ， 本 単 元 例 は 現
在 の イ ギ リ ス で 注 目 さ れ て い る 単 元 で も あ
る。
(7) 日 本 の 地 理 学 研 究 で は ， 日 本 の 犯 罪 を 対 象 に
犯 罪 捜 査 ・ 犯 罪 減 少 を 目 的 と し た 政 策 的 研 究
は 従 来 な か っ た が ， 京 都 を 事 例 に G I S を 活
用 し た 英 米 型 の 研 究 （ 中 谷 ・ 矢 野 ， 2 0 0 8 ) が
最 近 み ら れ た 。
(8) 英 米 に お け る 当 初 の 建 造 環 境 論 は ， 資 本 と
建 造 環 境 の 関 係 に 着 目 す る も の が 多 か っ た
が ， 文 化 へ の 着 目 を 経 て 犯 罪 と の 関 係 へ と 展
開 し た と 考 え る 。
(9) シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 単 元 例 は ， 単 元 例 「 1 」
以 外 は 特 定 学 年 を 想 定 し て お ら ず ， 実 践 学 年
に 対 し て は 非 常 に 柔 軟 で あ る 。
(10) 表 2 に お け る シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 単 元 計 画 例
は ， 主 発 問 ・ 概 要 か ら し て ， 学 習 プ ロ グ ラ ム
の 3 大 項 目 と の 間 に 次 の よ う な 主 対 応 関 係 が
み ら れ る 。 単 元 例 2 ,._ 9 が ， 「 教 養 あ る 市 民
と し て の 知 識 ・ 理 解 」 ， 単 元 例 10 ,._ 13 が 「 探
究 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 発 達 」 ， 単
元 例 14 ,._ 21 が 「 参 画 と 責 任 あ る 行 動 の ス キ
ル の 発 達 」 で あ る 。 し た が っ て ， 各 単 元 例 の
主 学 習 目 標 は ， 単 元 例 l ,._ 9 が 認 識 ， 単 元 例
10 ,._ 21 が 資 質 と な る
(1) 日 本 で は ， 公 立 進 学 校 に 相 当 す る 。
(12) 地 理 科 所 属 教 員 は ， 宗 教 の 授 業 も 行 っ て い
る。
(13) イ ギ リ ス に お け る 地 理 的 探 究 と は ， 価 値 ・ 態
度 を 探 究 学 習 過 程 に 最 初 か ら 組 み 込 み ， 最 終
段 階 に は 参 画 ・ 行 動 ま で を 射 程 に 入 れ る 地 理
学 習 過 程 理 論 で あ り ， 1980 年 代 に 確 立 さ れ
実 践 さ れ て き た （ 志 村 2008b) 。 2000 年 版
地 理 学 習 プ ロ グ ラ ム の 地 理 的 探 究 に 明 記 さ
れ て い る 探 究 過 程 「 le 現 代 の 社 会 的 ・ 環 境
的 ・ 経 済 的 ・ 政 治 的 諸 問 題 に つ い て ， 自 分 自
身 を 含 め 人 々 の 価 値 ・ 態 度 が ど の よ う に 関 係
し て い る か を 理 解 し ， そ れ ら 諸 問 題 に 対 す る
自 分 自 身 の 価 値 ・ 態 度 を 培 い ， そ れ を 明 ら か
に す る 」 は そ の 継 承 で あ り ， シ テ ィ ズ ン シ ッ
プ の 資 質 育 成 と 大 き く 関 わ っ て い る 。
(14) ⑥  「 犯 罪 と 建 造 環 境 」 の 授 業 で は ， 犯 罪 を な
く す た め の 具 体 的 な 建 造 環 境 計 画 事 例 を ラ
ン キ ン グ し て お り ， 建 造 環 境 を 変 え る こ と で
犯 罪 が 減 る こ と は 習 得 事 項 で あ る 。
(15) 日 本 で の 平 均 的 な 高 等 学 校 に 相 当 す る が ， 生
徒 の 民 族 構 成 に 示 し た よ う に ロ ン ド ン 市 内
の 多 民 族 ・ 多 文 化 社 会 を 直 接 反 映 し て い る 。
引 用 文 献
今 谷 順 重 (2004) イ ギ リ ス で 導 入 さ れ た 「 新 し い
市 民 性 教 育 」 の 理 論 と 方 法 一 人 生 設 計 型 カ リ
キ ュ ラ ム の 構 想 ー 。 社 会 科 研 究 ， 60 号， pp.l
- 10 
北 山 夕 華 (2008) イ ン グ ラ ン ド の 市 民 性 教 育 の 実
- 11 -
態 と そ の 課 題 ー 低 階 層 地 域 の 学 校 の 事 例 が
示 唆 す る も の 一 。 日 英 教 育 フ ォ ー ラ ム （ 日 英
教 育 学 会 ） ， 12 号， pp.75 - 84 
栗 原 久 (2001) 英 国 に お け る 市 民 性 教 育 の 新 し い
展 開 。 社 会 科 教 育 研 究 ， 86 号， pp.26 - 35 
小 宮 信 夫 (2005) 『 犯 罪 は こ の 場 所 で 起 こ る 』 光
文 社 新 書
白 石 慎 佐 子 (2006) イ ン グ ラ ン ド に お け る シ テ ィ
ズ ン シ ッ プ 教 育 の 実 際 ー 実 践 者 へ の イ ン タ
ビ ュ ー 調 壺 か ら 一 。 全 国 社 会 科 教 育 学 会 第
55 回 全 国 大 会 発 表 要 旨 集 p.102 及 び 配 布 資 料
志 村 喬 (2008a) イ ギ リ ス の 地 理 教 育 カ リ キ ュ ラ
ム 開 発 ー そ の 思 想 と カ リ キ ュ ラ ム 構 造 ー 。 山
ロ ・ 西 木 ・ 八 田 ・ 小 林 ・ 泉 編 『 地 理 教 育 カ リ キ ュ
ラ ム の 創 造 ー 小 ・ 中 ・ 高 一 貰 カ リ キ ュ ラ ム 』 ，
古 今 書 院 ， pp.175 - 182 
志 村 喬 (2008b) 『 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 地 理 』
に お け る 学 習 テ ー マ の 変 遷 と イ ギ リ ス 地 理
教 育 論 。 社 会 科 教 育 研 究 ， 103 号， pp.16 -
30 
志 村 喬 (2008c) 『 ナ シ ョ ナ ル ・ カ リ キ ュ ラ ム 』 準
拠 「 単 元 計 画 例 」 の 内 容 構 成 と 初 等 地 理 カ リ
キ ュ ラ ム 編 成 。 新 地 理 ， 56 巻 1 号， pp.15 -
26 
田 中 博 之 (2007) イ ギ リ ス 市 民 科 の 事 例 紹 介 (1)
ー 連 載 シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 4 ー 。 社 会 科 教 育 ，
578 号 (2007 年 7 月 号 ） ， pp.118 - 119 
戸 田 善 治 (2000) イ ギ リ ス に お け る 『 市 民 科 』 の
誕 生 。 社 会 科 教 育 研 究 別 冊 ， pp.61 - 66 
中 谷 友 樹 ・ 矢 野 桂 司 (2008) 犯 罪 発 生 の 時 空 間 3
次 元 地 図 ー ひ っ た く り 犯 罪 の 時 空 間 集 積 の
可 視 化 ー 。 地 学 雑 誌 ， 117 巻， pp.506 - 521 
若 林 芳 樹 (2000) ニ ュ ー ヨ ー ク 市 に お け る 最 近 の
犯 罪 情 勢 と 警 察 活 動 へ の G I S の 応 用 。 総 合
都 市 研 究 ， 71 号， pp.147 - 164 
Davis, I. (2003) Citizenship Education in England .  
社 会 科 研 究 ， 59 号， pp.I - 10 
D f E E  and Q C A  (Department for Education and 
E m p l o y m e n t  and Qualification of Curriculum 
Authority) (1999) Citizenship, ・ G e o g r a p h y ,  
T h e  National Curriculum for England. H M S O ,  
L o n d o n  
D f E E  a n d  Q C A  ( D e p a r t m e n t  for E d u c a t i o n  a n d  
E m p l o y m e n t  a n d  Qualification o f  C u r r i c u l u m  
Authority) ( 2 0 0 7 )  Citizenship, G e o g r a p h y ,  
Teacher's Guide A  S c h e m e s  o f  Work. http :  / / w w w .  
qca.org.uk/ 
Lambert, D. and M a c h o n ,  P. eds. (2001) Citizenship 
through S e c o n d a r y  G e o g r p h y  .  in M o s s ,  J. ed. 
Citizenship Education in Secondary Schools Series. 
Routledge Falmer, L o n d o n  
- 12 -
